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田上雅徳著『入門講義 キリスト教と政治』慶應義塾大学出版会、




























































































信じ、彼らは誰であり、彼らはどこへ変革するのか』（The Evangelicals: What 





（Reforming Fundamentalism: Fuller Seminary and the New Evangelicalism, 
1987）において、1920 年代の根本主義から脱却した「新福音主義」を描き出している。
　マーズデンによると「新福音主義」は、1942 年の「全米福音派同盟」の結成以降、
フラー神学校の設立と発展に関わったハロルド・オッケンガ、カール・ヘンリー、
ビリー・グラハムを中心に台頭していく。1960 年代の新福音主義は、政治参与に
おいていまだ根本主義との違いを鮮明に出せずにいたが、1970 年代に入ると積極
的な政治への参画を始める。さらに決定的だったのは、1974 年に社会・政治的な
参与の神学的な必要性を訴えたローザンヌ誓約が結ばれたことである。グラハムら
米国の新福音主義者と英国の福音主義者ジョン・ストットが中心となり生み出され
たこの流れにより、「新福音主義」は根本主義のとる非社会的な立場を退け、社会・
政治に開かれた姿勢を提示したのである。
　いずれにしても、聖書の概念である「共同性」と「終末意識」を手掛かりにキリ
スト教と政治の相克関係を通時的に読み解いた本書は高く評価されるべきである。
ここには政治思想の新しい視座が提供されている。そしてその視座は、宗教と政治
が入り乱れ混迷を極める現代社会を読み解くうえでも、また教会と国家、あるいは
政治と神学の現代的な関係を考察するうえで必要不可欠なものではないだろうか。
